
　

本
会
は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

の
指
導
の
下
、
神
奈
川
県
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
以
下
高
Ｐ

連
）・
神
奈
川
県
立
学
校
長
会
（
以

下
校
長
会
）
と
連
携
し
な
が
ら
次

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
見
舞
金
の
給
付

②
学
校
安
全
の
普
及
充
実

③
修
学
奨
励
金
の
給
付

※�

本
会
の
事
業
は
す
べ
て
収
益
事

業
で
は
な
く
、
特
に
見
舞
金
給

付
及
び
学
校
安
全
普
及
充
実
事

業
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育

団
体
等
共
済
法
」
に
基
づ
く
共

済
事
業
で
す
。

①
見
舞
金
給
付
に
つ
い
て

　

死
亡
・
障
害
・
負
傷
等
見
舞
金

は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー（
以
下
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）
の
災
害
の
認

定
に
準
じ
、
次
の
よ
う
に
給
付
し

ま
す
。

■�

死
亡
見
舞
金
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
給
付
額
の
５
割

■�

障
害
見
舞
金
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
の
給
付
額
の
５
割

■�

負
傷
等
見
舞
金
：
同
一
の
事
由

に
よ
る
災
害
に
対
す
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
医
療
費
給

付
額
が
１
５
，０
０
０
円
以
上

の
と
き
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
給
付
額
の
５
割
（
平
成

31
年
４
月
１
日
以
降
の
災
害
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
無
し
の
場
合
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
給
付
額
の
４

倍
額
を
給
付
額
と
み
な
し
ま
す
）

※�

平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
発
生
し

た
災
害
に
つ
い
て
は
、死
亡
見
舞
金
・

障
害
見
舞
金
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
給
付
額
の
７
割
、
負
傷
等
見

舞
金
は
６
割

◆�

義
歯
見
舞
金
：
学
校
管
理
下
の

災
害
に
よ
る
負
傷
で
、
歯
科
補

綴
を
受
け
た
場
合
、
障
害
見
舞

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
２
本
以

下
の
治
療
に
つ
い
て
１
本
あ
た

り
５
０
，０
０
０
円

◆�

供
花
料
：
学
校
管
理
下
か
否
か

を
問
わ
ず
生
徒
が
死
亡
し
た
場

合
１
０
０
，０
０
０
円

②�

学
校
安
全
の
普
及
充
実
に
つ
い
て

■�

安
全
推
進
月
間
の
指
定
と
、
生

徒
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

■�

補
助
事
業
：
次
の
事
業
に
補
助

金
を
交
付
。
高
Ｐ
連
の
交
通
安

全
運
動
等
健
全
育
成
事
業
、
同

安
全
啓
発
事
業
、
校
長
会
の
交

通
安
全
教
育
事
業
、
高
等
学
校

文
化
連
盟
・
高
等
学
校
体
育
連

盟
の
安
全
対
策
事
業
、
定
時
制

通
信
制
高
校
教
頭
会
の
安
全
健

康
の
在
り
方
の
研
究
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◆�

令
和
２
年
各
校
に
熱
中
症
ア

ラ
ー
ム
を
寄
贈

■�

広
報
事
業
：『
安
全
振
興
会
報
』

『
安
全
振
興
会
の
ご
案
内
』
を

発
行

③
修
学
奨
励
金
給
付
に
つ
い
て

　

修
学
奨
励
生
の
資
格
は
次
の
⑴

ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
者
で
す
。

⑴�

生
活
保
護
・
準
生
活
保
護
・
児

童
福
祉
施
設
入
所
等
の
い
ず
れ

か
⑵�

そ
の
他
特
別
の
事
情
で
学
資
の

支
弁
が
困
難
な
者

　

加
盟
す
る
全
校
・
全
課
程
毎
に

各
１
名
採
用
し
、
年
額
７
２
，０

０
０
円
を
２
回
に
分
け
て
給
付
し

ま
す
。

令
和
３
年
度
会
費
額
の�

�

変
更
な
し

　

令
和
３
年
度
の
年
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

単位：円

会費額

学校・課程

会費内訳
会費
合計純掛金 付加共

済掛金
一般
会費

高等学校（※）全 719 361 120 1,200

定 360 180 60 600

通 108 54 18 180

中等教育学校 719 361 120 1,200
（※）「高等学校」には特別支援学校高等部を含む

も
選
考
委
員
の
講
評
と
と
も
に
掲

載
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
12

月
５
日
の
神
奈
川
県
立
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
で
本
人
に
よ

る
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
２
名
）

谷
口
柚
羽
（
二
俣
川
看
護
福
祉
）

　

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
で
き
る
看
護
師
を
目
指
し
て

古
藤
杏
奈
（
小
田
原
）

　
「
自
分
ら
し
く
」
と
言
わ
れ
て

優
秀
賞
（
６
名
）

小
俣
水
美
（
二
俣
川
看
護
福
祉
）、

金
野
紗
奈
（
新
城
）、我
妻
舞
（
茅

ケ
崎
）、厚
海
沙
那
、藤
野
蒼
大（
以

上
、綾
瀬
）、大
野
真
（
高
津
養
護
）

佳
作
（
20
名
）

今
井
栞
音
、
小
原
千
空
、
近
藤
航
、

堀
池
美
穂
（
以
上
、
新
城
）、
武

上
愛
麗
、
玉
田
龍
二
、
朝
長
雅
斗

（
以
上
、
麻
生
総
合
）、
池
田
聖
愛
、

柿
島
七
美
、
二
瓶
菜
月
、
比
田
勝

萌
、
山
口
愛
奈
、
山
本
莉
子
、
渡

辺
愛
真
（
以
上
、
菅
）、
新
井
涼
、

北
川
真
由
美
、
森
田
葵
（
以
上
、

綾
瀬
）、
倉
谷
桃
夏
、
村
松
萌
希
、

山
本
羽
菜
（
以
上
、
麻
溝
台
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
数
は
89
点
（
10
校
）
で
、

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

最
優
秀
賞
の
２
点
を
原
画
と
し

て「
安
全
推
進
月
間
」「
作
文
募
集
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
２
名
）

〔
安
全
推
進
月
間
〕

岩
渕
威
秀
（
横
浜
隼
人
）

〔
作
文
募
集
〕

川
上
夏
生
（
白
山
）

優
秀
賞
（
９
名
）

青
山
美
結
、
石
田
夏
果
、
小
林
結

衣
、志
賀
桜
月
子
（
以
上
、白
山
）、

川
村
琴（
平
塚
湘
風
）、岸
咲
羽（
横

須
賀
総
合
）、
吉
田
百
音
、
市
川

千
尋
、
樋
口
佳
凜
（
以
上
、
横
浜

隼
人
）

佳
作
（
９
名
）

石
川
龍
征
、
築
城
温
太
、
山
川
莉

央
（
以
上
、
白
山
）、
横
山
由
莉
、

齋
藤
智
恵
美
、
安
室
朋
華
、
森
田

藍
沙
、鶴
田
綾
子
、本
橋
未
来
（
以

上
、
横
浜
隼
人
）

一
般
財
団
法
人
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
安
全
振
興
会

　

横
浜
市
中
区
山
下
町
１
番
地
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
３
２
６
号
室

　
電
話
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作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
数
３
６
６
点
（
17
校
）
で
、

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

最
優
秀
賞
２
点
は
『
安
全
振
興

会
の
ご
案
内
』（
令
和
３
年
度
版
）

に
掲
載
し
ま
し
た
。
会
報
第
77
号

（
令
和
３
年
９
月
発
行
予
定
）
に

安
全
・
健
康   

生
徒
の
提
言

安
全
振
興
会
の
三
大
事
業

川上夏生さん（白山） 岩渕威秀さん（横浜隼人）


